
 講演会「How to achieve a denuclearized peace regime on the 
Korean Peninsula in the Lee Jae-myung era?」を開催 

 
2025年 10 月 14日（火）、立命館大学東アジア平和協力研究センターは、米国 Eastern 

Kentucky 大学の名誉教授であり、韓国の統一研究院の元院長でいらっしゃる Tae-Hwan Kwak
先生をお招きし、講演会「How to achieve a denuclearized peace regime on the Korean Peninsula 
in the Lee Jae-myung era?」を開催しました。 
本講演会では、2025 年に新しく発足した韓国の李在明政権の外交政策をもとに、朝鮮半島の

非核化を前提にした平和の実現可能性や実現方法を中心とした講演が行われました。Kwak 先生
は、長年にわたり朝鮮半島の非核化と平和の実現に関する研究を続けてこられ、本講演会は研
究成果をもとにした貴重な学術的見解を立命館大学の学生と共有する機会となりました。 

 
立命館大学東アジア平和協力研究センターでは言語や分野にとらわれず、様々な研究団体と

の学術交流を積極的に行っております。  
 
●詳細  
日時 2025 年 10 月 23 日（木）14:55-16:30  
会場 立命館大学衣笠キャンパス 洋洋館 305 
主催 立命館大学東アジア平和協力研究センター  
後援 韓国国際交流財団（KF）  
 
●講演者 
Dr. Tae-hwan KWAK 
Professor Emeritus, Eastern Kentucky University, USA 
Chairman, Institute for Korean Peninsula Future Strategies 
Former President, Korea Institute for National Unification  
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当日の写真 

 

 


